
トップエスイー：サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム
文部科学省科学技術振興調整費産学融合先端ソフトウェア技術者養成拠点の形成

トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

スマートエスイー 修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

DXによる介護施設の働き方改革
ニオイデータ収集・分析を通して、オムツ交換の空振り率改善

日清紡マイクロデバイス株式会社 岡本 智宏 okamoto.tomohiro@nisshinbo.co.jp

排便検出システムの概要

介護施設における課題 IoT/AIによる解決方法の検討
介護施設の介護士はオムツ交換の空振りに伴い
精神・肉体的負担を強いられている。現場の介護
士が抱える精神・肉体的負担は以下の通り。
１．排泄介助による精神的負担
２．オムツチェックの空振り
３．オムツの交換遅れによる排泄物漏れ

オムツチェックの空振り率は従業員の”経験”と”勘”
に大きく依存。離職率の高い現場では、“経験”と
“勘”が活きにくい。IoTデバイスを介してニオイデー
タを収集し、AIで収集したデータを分析し、排便時
のみ介護士に通知するシステムを検討。提供価値
は、オムツ交換の空振り率の軽減。IoT/AIの導
入により空振り率が軽減するか検証する。

Phase１にて排尿・便の分類が出来たことから、空間を
Phase2~3の現場レベルに拡げても、分類が可能か検証していく。

実験環境＆収集・蓄積データ

課題と今後の取り組み

機械学習モデル
IoTプロトタイプ

IoT/AIを導入したオムツチェックの流れ

左記の通り、排尿・便の学習
データを約1週間分収集・蓄積。
排便・排尿、排便に効く2種類
のセンサーを用いてニオイ検知の
確からしさも確認。

価値の検証結果
排尿/便がどの様に分類されたのか説明がつく様に、

学習モデルは“決定木”を採用。

密閉された空間で測
定していたことから、
ニオイだけでなく湿度
が分類に大きく寄与。
期待通りの正しい分
類結果となった。

排便の誤検知は1％未満。排便の見落としも3%未満である
ことから、本ソリューションを導入することで理想的な空間では
“オムツ交換の空振り率を大きく軽減”できる結果となった。
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生活臭
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今後の取り組み

取り組みから見えた課題
理想的な空間でさえ、生活臭が原因でセンサ値への影響がみ
られたことから、実現場ではそれらが誤検知に繋がる。

介護施設におけるIoTデバイスを
取り巻く環境

実現場で収集したデータでは排
尿・便は分類が困難であったた
め、疑似的な空間にて分類でき
るかを検証。子どもの排尿/便時
のオムツを収集し、排尿・便デー
タを収集・蓄積を実施した。

データ収集と正解ラベル付与が
一番泥臭い作業。
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